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服MAおよび湿武化学分折によりこの繍［墨コの紹＝1成分折

を行ない良い一致を示したので，本研究のガラスについ

てEPMA法により組成分折を行なった。その総衆を表1

に示す。G－！は本研究のガラスであり，G－2，G－

3は従来報沓されているオキシナイトライドガラスであ

る。窒糞のl1謎に注舅すると，從米のものが約9原予％で

あるのに対し，本研究のガラスは約18原予％で’あI），倍

近い窒素の含有1疑皇であることが確認された。このように

商濃度窒繁のガラスが得られた猟1丞1は，　至）30気圧とい

う窒索加圧下でガラスを漆融した為に，Si3N4のガラス化

反応の1時に窒素の分解が椰えられた二鞭，2）原料舳成比

が適当なものであった嬰などが挙られる。表！において

本研究のガラス（G－1〕の原料繍含比より喬十算した縦

成をホしてあるが，窒素の禽有澱はこの言十算彼よりも減

少しており，原料細戯の撲択，伽涯窒素の贋三力の増大響

により，廻に窒繁含有鐙を高める艦も可能と一轡、われる。

　得られたLa－Si－O－Nガラスのヴィカース棚度をlOO

g荷璽で測定した。その繍梁玉220Iくg／m1li！の徽が得られ，

ガラスの破度としてはもっとも駿い値である。図2に従

来報告されているY－A1－Si一○一N系ガラスの硬度及

び窒素の含有鑑と本ガラスの破渡と窒索會郁澄を示した。

窒繁の含有鐙が多くなるに従い概度も増大する傾1南1がみ

られる。

　■本研究で得られたガ’ラスの破度を他の材料と圭ビ校する

と，一般のプラスチックがヴィカース破度で・1｛）O～2（〕0

表！　オキシナイトライドガラス組成

■｛g／1珊11上，窓、ガラス5001｛g／1剖11！，アルミナ単締凝1はCi鰍に

ポ又は90。の加虐j2000！くg／mm！，6ぴの方痢で3000kg／ill1廿

で一あるので，一般の窓ガラスの熔以．．ヒの硬さがあり，か

なり破いガラスで’ある凸この剤1璽度の馴天1は1凋らかであ

はないが，赤外1吸坪又よ■）Si－Nの総含カ｛このガラスの中

に存花することが確認され，この艦含が高蜘変の原1丞1の

一つであるこどはS13N－1単締綴ヨがヌープ棚変で26001｛9／

m11三の値を狩ち，商玩襲度であることより容易に維麓できる。

　このような概いガラスの応閉分鍬は広いと一瞥、われるが，

惚の一般の材料と1司じように経済例…との兼ね合いで一，　ど

のように実際に応』三詞されるかは今後の閥燧で’ある。f列え

ば，商級腕1］寿喬寸に伽羽されているホワイトサファィヤ（

A1203単繍1祭1）は硬く傷がつきにくいが，刺i，干究のガラ

スも腕踏棄■1’のカバーガラスとして使』≡憎されうるかもしれ

ない凸また，11努圧容猪等の窓ガラス、航空機等の窓、ガラ

スとしての使用も考えられ，このガラスの繊維は，高強

度複含孝オ’の繁材となると、阻わオ」しる。

～
1…

ε

＼
①y
＞

工

1200

llOO

lOOO

詞〇一 　　　組　　　成
　　　　（at％）

Si　　Al　　Y　　　La　　N　　　　O

o

●　o

2　　4　　　6　　8　　　　18　　20

　　　　of．％　N

　　　　A　20．O
G－1　　　　C　20．O

G－2Aユ6．27．42
G－3A19．09．9

　　　　ユ9，3　　18，2　　42，5

　　　　20，0　　20，0　　　40．O

工3，96　　　　　　　　9．C9　　53．3

6．凄　　　　　　　　　7，0　　　57．6

○；本研究のガラス

③；Y－Al－SトO－N系ガラス

G－1：本研究のガラス、A　分折徽，C：豚料組成から
の1汁銘仙萱、　C－2・G－3：イ也の褐ド究塙・により辛殺寺亭さオした

オキシナイトガラス

1ヌ12　オキシナイトライドガラスの

　　　ヴィカース破座1と窒繁禽狩鐙

／2）



大容量超高圧発生装置

　ダィヤモンドや立方晶BN単結晶のうちでも，高純度

で，結晶形態が整った大型品は，なるぺく大きな成長空

問で育成する必要がある。合成条件を種々制御して、一1獣

うがままの結晶を作■〕，その特性を明らかにするのは基

本的に重要な材料研究の課題である。

　我々は，約10年問で段1階的に超高圧装置の大型化を

はかってきた。最初は内径1㎝，次いで2．5㎝の装置を

作った。我々が設計したのは，ベルト型を原型とし，それに

種々の改良を加えたFB装置と名づけた系列である。

内径2．5㎝のFB25装置は約1かい改良を加えながら，過

去数年問」l1員調に稼働し，ダイヤモンド焼結体合成，BN

研究に使用されている。特にFB25装置で3．2㎜径の良

質ダイヤモンド単結晶の育成に成功したことは，我々の

方向がほぽ正しかったことを示している。

　そこで，さらに大型で高品質のダイヤモンド結晶の育

成を主目的として，内径7．5㎝のFB75装置の設計にと

りかかった。大型装置では各部品の重量が著しく大きく

なる。これは建造コストのみでなく，運転コストに大き

く響く。少し亡も軽量化するため，部品破壌テスト，コ

ンピューターを用いた詳細な応力計算等を慎重に行って，

設計を進めた。

　大型装置に用いる試料部品，例えばパイロフィライト

ガスケ・ソト，食塩容器等も全て大型になるので，従来と

は異なる能率的な部品作製プロセスの確立や，大型シリ

ンダーをプレスに出入れする搬出入装置等の製作も1司1痔

に必要な作業であった。

　FB75装置とそれに関連する付属機器は，昭和55，56

年度にまたがり，実質1．5ヶ年を要してこのほど概成

された。　（写真1）軽量化をはかったとはいえ，高圧装

置全体重量は4トンにも達する。高圧シリンダーの外径

はユ260。皿で，ASEA14000トンプレスの許容巾1270㎜ぎ

りぎ■〕に設計されていて，初めてシリンダーをみたとき，

その大きさに圧倒された。しかし，一端プレスに納めて

みると丁度ぴったりの感じである凸

　思えぱ，ユ0年前ASEAプレスを筑波高圧実験棟に設

置した時、点以来，プレスはじっと白分に最もふさわしい

高圧装置を待っていたような気がする。ASEAプレスに

も，FB75にも　「頒張れよ，これからは君達の番だ」と

よびかけたい気がする。やっと，初代所長山内俊吉先生

にも顔向けのできそうな雰囲気になってきた。

　本装置は，6GPヨ領域で世界最大級の加圧体積を

もち，世界最大のダイヤモンドを作ったGE社の装

置よりも，1桁体積が大きいと我々は信じている。

高圧装置の開発はトラブルや困難との戦いである。我

々は未だ気を許していない。世界でも最大級の大型装置

の能力を最高に生かして，世界最大の合成ダイヤモンド

単結晶を作る，最もエキサイティングな場面を今年前半

を目標に設定している。山内先生はじめ，これまで超高

圧装置の開発に多大の御助力を給った各位に，深く感謝

している次第である。

し逮二

大容量超高圧力発生装置 （FB－75〕

（3〕



特　　許 　これまでにギ無機非柵干ニュース」でお奈11らせした無機

材惨湖＝究所の発1州ま次のとおりです。

発明の名称
発　11狛 者 番　号 登録年月ヨ

1 ベリリウム化含物の辛1搬淡／日木。米■三虜） 鈴木 暮！、茂 永災 久彦 努… 670710一署・ 封召榊7勾三12月261ヨ

森 繍遼
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乏」．j［1 成人 一琶例 ；淘彦 策 808988一琴’ H納15ユ卒3声ヨ23日

3 ペロブスカイト罰■撒余駿化物．誘酬氷の墾雌淡
1手111埼 f驚一一 繕1棚紘一輿11 撚 82868王勢 1昭刷5至年9戸j14日
朴」’松

遂 瑛繁禽稼席…を将つカルコゲンガラス繁井オ’の製澄法 圭芝榊11 ll1言11判：秀吹 災 828682■弓一 1鰍．151年9」二1jI蝸

（l11本パ氷・剛

5 淡fヒニナい索主填弄吉■憾の＜苧成力’浸≡ 榔陵 二．1’二
［＝’3一

」．正沖 鮫i努 難 83476g・…彗・ li舳151刺工削8凹

6 高I暮猪度箏州喉、，、之≒録漆弄オ’及び易；1，I．…鉛化竹炊繁の製造淡 紳1｝1 久圭1三 カ1雌 1榊1］ 努1 8584（〕至・場一 1榊n52年5j『161ヨ
儲1藤洋一螂

7 蛍光｛水」貿沃索入二硫化錫．‘1三総■縞の｛乍1荻’フ∫淡 …］1奥 獅尺 捗文 第 858402」管 ll…ヨ側52年5月王6臼
葛：焚 縦 燃木 創鈍

8 二駿」化ジルコニウムj1燃■掃］の竹≡成プテ臼… 珪薬木 良燭 小鮒 姥 雛 876280・・警・ 祠洲152碓8’仙〕日

9 1滋負モ11己憶裟1航
1．1．lll．．1

1荻人 1榊喬 俊燃 蛾 886540一弩」 1榊u52年至O月洲11
［丑1賀抑’秀炎

1O ガラス質物炊の香腋湖1淀淡 渡辺 1昭踊1 火坂 唆1堀 嫡 899437一審’ l1納15牌2月25匠1
董蓬谷川

工i 研究1折笥≡移匿液の負蕪葦募化処埋擢フテ淡 圭這榊1・安不1j 松村 奥 災 9至2774・弩・ 日召刷53碕三7’’畑日

靴1苛

12 到…索含側議を持つカルコケ’ンカー’ラス繊継繁井オσ）螂童淡 災谷」ll 祭 l1閉井秀吹・ 察； 922546・弩・ ll…ヨ棚53隼g月5聾1

｝3 ダイヤモンド焼繍休の1製遊が去
1．1」1話1 橋脹 ｛1蕎 繍 930791督 與納15畔u月7日

14 盲鰯化ランタンと黒鉛との燃被i木の製遊 棚共1 災典 1杓日1 幽翁 茸； 930935・警・ 1昭利］53刺1芦17日
日ヨ1l・

工5 熱迎二j二放壕寸月≡j徽化ランタン犯徹の製遊淫… ・火差、… 、’畠二／互

1町禽 一・ヒ燃 災 936555一勢 1榊1」153判2月261ヨ

ユ6 アーク法察化アルミエウムの含級裟i；受 一’占、炎 第 g42685一弩’ li納15碑31ヨ至5臼

王7 絡…捕成法 内1、日 継1台 村松 猟 956560’替 1］畠和54隼6jl14El

18 絡鴇諭成法 内1．1」1 繊チ1 村松 嫡 956捌・讐・ 11榊u54隼6j’l14旺！

19 1紹丘i≡ガス容搬」・詞j導線蝉入端・r 1五1壬1 鵡 975484一署・ l1召禰15遵卒ユ（〕♪1301ヨ

20 熱1蟹・二r放勇」’月ヨ棚イヒランタン索材の製遼法 火霊、… 、1息二『互

河含 ・一ヒニ燃 椀 98阜711：一努 1累茎棚5年1月洲ヨ
1＝1］f■1排秀夫

21 3イッテルビウム4鉄ユO駿素化倫物｛Yb：｛Fo、ヨ○］o） 輩臓 外 舳醸 泡炎 罫； 9847附弩・ i昭香1155隼1弄1129日

の合成法 lll1llヨ 幼 幽藤 晩
杉瀦｛ 一忠、 剣1 敬

22 アルミニウム妃角竿コンデンサ」．憎誘犯f木
ll．ll．、．1

成人 1日f｛→・ト秀吹

峻螂
撚　986603・・署・ 臼爵香1155‘言三2j・ヨ211ヨ

23 アルミエウム含金材の…側糞杉成浸… 1」」1．．1

成人 ll］刎ヨ・卜’秀文 嫡　9889鮒警・ i］舳155卒2jヨ29臼

榊喬 峻郷

24 熱一1匡一子・放鮒料…雛化ランタン’索井オ’の製造法 火嘉、… 一’と、」1王・正I閉抑’秀炎 罫…

榔工含 ・・ヒ雄

998035一署・ l1召剰155専三5細O日

25 刊一姶馴天構繍裏老ヨヤスマス駿化物N壬1蜆．5Bi昔」5’ぎi70！7 鈎地 武・1舳ヨ 幽台 第 998ユ27一瞥 l1召希1155卒5舳（〕日
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チタニヤ水和物繊維の製造法

発1到惰藤氷良槻、太日1雌1．幕

公　■饒　11帥155卒銘32648号

繁　　榊040844一弩』

　　概要

　本発一明は1；鈷イオン’交換斉1」，1場イオン級楕斎■』，角虫媒の劃茎

体，フィルターとして有11冒なチタニヤ水和物繊継の製造

法に閥するものて’ある。

　従衆、チタニヤ水孝11物繊縦は，i離K容瀞を∫竃いた水熱

淡，フラックス法または1圃棚災応などにより，チタニヤ

またはチタン駿アルカリ金属の絨■黒i含成の際に、特微の

条件皿’ドで轟1」坐j〕曳することが泰11られている。しかしながら，

いずれも少競で，かつ数μ～数百μ榊変の長さの繊維で

あリ、二I二薬自｛〕に製造及ひ“利綱が1丞1婁錐で’あった。

卒発1羽は，→斐式M！O・BTiOパただし，MはNa，K，Rb

またはCsを荻わし，nは1～6を表わす）にホされるチタン

酸アルカリ金燭またはその製造原料浪含物と，フラック

スとして，手リブデン酸アルカり金属M2Wα1とを，モ

ル』馨i分率（豚料は駿化物として換泰言1）で一、5：95～50：

50の諸1」含で’窺己倫・し，　この鯛含物を800一一1300℃て伽熱溶

1鰍し，得られた溶錦虫物を繍≡騒育成させて繊縛状のチタン

駿アルカり金属の．瞭緒［黎ヨ体を生成させ，次いで，酸水溶

液で蕎亥止戦絨1体［幸1のM1O成分を芋舳1jすることを特微と

するチタニヤ水和物繊縦の製造淡で’ある。

　このチタニヤ水榊物繊舳ま，元のチタン駿アルカり金

属の’1葛1儲榊遭を保持し，アルカリ金属イオンがH’’｛一また

はH30’｛’イオンと澱搬した榊成を有する締蟻！質のもので

あり，膨淵，脱水特一1三11を術すると共に，多伽カチオンな

どに優れたイ才ン交換怖を猪し，また金属の1吸蒲徽を街

する。その他角虫媒の捌体，1裟、薬または食舳羽フィルター

としても使J≡1ヨし得られる。更にこれを加熱脱水してチタ

ニヤガラス繊維とすることができる。

44

結晶性のチタニヤ水和物の製造法

発1・サヨ・街　　瀦；オ（」起渕王，ソ（1丑ヨj盤亭等

公努昭剰155隼郷2649一弩・

登　　榊04（〕8遁5・・響・

　　概要

　本発1芽11は、陽イオン交換剤，1暢イオン汲積斉■j，南虫媒お

よび触媒の狼休，訂・・言過斉1」などとして優・れた作能を稼する

締1釜i微のチタニヤ水和物の製造淡に閑するものである。

　従衆、チタニヤ水和物はアルコキシドチタンを棚水分

解してヨ1㍉黒1㌘王のチタニヤ水利］物を製造する方法が安［1られ

ている。この方淡によるときは，得られるチタニヤ水利］

物は，ヨ1≡■認1慨のもので’茅）り、しかも処理条件によリ比表

而i繊や樹o隻に大きな養幾を4三じ反；’む例…が二鶏＝しく変化した■〕、

脱水と1…1j1時に繍昌雫1化がおこ■〕，無水の訓1繍擬iチタニヤと

することが1榊珪である欠一一、一を有していた。

　本発洲ま結脇香1、1のチタン駿アルカリ金属M竈O・nTiOコ

（ただし，MはNa，K．RbまたはCsを表わし，nは1～6を表わ

す）の縦成の化含物を駿水溶液で処埋童して，M20成分を

ヰ■I咄してTiO！・1］H20の組成のものにすることによっ

て、チタン駿アルカリ金燭の侍格構造をイ柴特した締＝霊1作

のチタニヤ水和物を得ることに成功したもので’ある。

　このM1O成分を舳『拠理を行ったT1Oダn出O縦成

のチタニヤ水和物は，元の縞≡霊1棚のチタン酸アルカり金

樋の’縄’格繊造を傑持し，Mイオンが紙寺またはト…30≒イ

オンと1産童換した糀造を徽する締1縞質のもので’ある。そし

て膨澗，脱水特惟を荷し，また多個麩カチ才ン等などに刺

する優・れたイオン炎換，イオン1吸蒲燃を狩する。

（5）
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　　　安定した酸素分圧をもつ雰囲気の供給制御方法

発明者

公　沓

登　録

瀦’塚　外，商山二災治

H酬］55年第32641号

蜘040848号

　　　概要

　本多蓋嗜穿1はガスフロウ’方武による650℃以」二の滞■し疫’にお

いて，安定した酸繁分圧を特つ雰腰1気を燃給箭雌11するツテ

淡に1斐1するものである。

　無機化含物の含成を再現倣よく行うためには，含成雰

囲気を安定にし，それを容易に制御し得られることが璽

1婆な要素の一つである。特に，遷移金属元・索を奮む駿化

物の含成に際しては，その価数が雰厘週気によって変化し

易いので、その雰幽筑を正確に幽定することが璽j婆であ

る。

　従来，商淋において，ガスフロウ方式によ■〕気才酬＝＝1の

駿素分圧．値を供総制御する方法としては、（1〕酸素ガスと

不洲空ガ」スを灘含するツテ淡，（2〕炭酸ガスと一酸化炭素と

を混含する’フテ法，（3）水然気と水’樂ガスを混含する方法等

があるが，いずれも低いお．註度で’安定な駿素分圧値を持っ

た気棚を供給制禰1することが［菱1雛である欠．1匁を狩してい

た。

　　本発■到ヨは，650℃以．．1二の淵度において，二酸化炭素ガ

スと水素ガスとを銚，駿化鉄もしくはその機含物または

鉄，駿化鉄もしくは、その漉含物を禽有するアルミナ触

媒と機触させて，供給することを特徴とし，安・定した酸

繁分厳をもつ気利ヨを，極めて喬釧こ燃給縮11御し得られる

効梁を有するものである曲

外

※　投
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独郵i＝俊｛本沢dxGdl．xP膏Oi4灘凝，のキュり一鴻王度の縦成 1週口　j1三焚・小林　　正 1ヨ本物理学1全 玉2月5臼
依存徴

角度分光禦光瞥r・分光 葦！微ヱ三和 物一1‘l1研究会 12」≡17日

セラミ・ンクスの粒界燃澄と不純物の備；析・折砒 守沓　佑介 奉解硯象喬｛’言倫金　　　㌔’ ユ2月7日

腹彼突イオン赦糺分光 祷畷J1三和 表i百概論棚干究会 12月1／日

二酸化スズを1成分としたルチル馴…貰1溶休の含成 菊地　　武・；杣丑ヨ健治 、窯薬拠礎喬寸論金 1月20日
彼膿締一郎・渡辺　1昭嗣1
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題　　　　　　　　　　目 発　　表　　者 学・協会等 発表日

ZnOlBi添加ZnOの酸素拡散，欠陥構造とバリスター特性 白1崎　信一・守吉　佑介 窯業基礎討論会 ユ月20日

山村　　博・羽田　　確
藤本　正之

炭化ケイ’素’中のケイ素の白己拡散 木、島　弐倫 窯業某礎討I論会 ！月20日

透光性β一サイアロン焼結休の微樹造 三友　　1護・守吉　佑介 窯業茱礎討■楡会 1月2（1日
大坂　俊一明・鈴木仁一郎

希土類酸化物を含むアル三ノケイ酸よ言111ガラスの合成 下平高次郎・牧．島　亮男 窯業基礎討論会 1月20日
一毛利　尚彦・永田’達也

★M　l≡M　O★

研　究　会

　不定比化含物研究会（第25回）1O月5日　「カルコゲ

ン成分の多い遷」移金属カルコゲン化合物について」の議

題で開催された。

来　　　訪

　11月20日姜中宏（JiangZhonghong〕中国科学院上

海光学精密機械研究所副教授の研究所訪問があった。

　ユユ月24日　王　禎枢（Wa㎎Zhen－Shu〕中国科学院金

属研究所副教授の研究所訪問があった。

外国人研究者

　中国科学院（中国）上海光学精密機械研究所助理研究

員候　印春（How　Yin－Chun）を「遷移金属炭化物の単結

晶育成と表面状態の研究」のため昭和56年ユ2月23日から

昭和57年12月21日までの予定で受入れた。

　ソ連科学アカデミー（ソ連）結晶研究所主任研究員

Nikolai　D．Zakharov（ニコライ・ザハロフ〕を「高分解

能電子顕微鏡を用いた個々の原了・の観察及び結晶構造の

直接観察」のため昭和56年ユ2月22日から昭和57年2月1

日までの予定で受入れた。

科学技術週間のお知らせ

　昭和57年度の科学技術週問（第23回）を4月12日から

ユ8日までの1週問，　「英知でひらこう明るい未来」のテ

ーマで開催いたします。

　本研究所では同期問中に1日「研究所一般公開」「映画

　スライド映写」「資料の展示」などを計画しています。

詳細は次号のこの頁（第74号　57年4月）をご■覧下さい。

最近の出版物

　無機材質研究所研究報告書

第27号　窒化ほう素に関する研究

第28号　耐熱構造材料の焼結加工法に関する研究

第29号　超高温耐熱セラミックスの研究開発（第1報）

表　　　彰

表彰者名

高　山　英　治

表　．1杉　名

アメリカ電気化学
会論文賞

表　　　彩　　　　の　　　内　　　容

The　Soljd　State　Sdence　and　Technology　Young　Author　Aword

in1980of　the　E1ectrochemjca1Sodety．1nc．

（1980年固休科学部門の若年のための論■文賞）

表杉年月日

■昭不1，156年ユO月ユ3日

学位授与

氏　　　名

田　中　高　穂

’論 文

Single　Crystal　Preparation　of　LaB百aI］d　Re1ated　Borides　and

The1rElectro㎡c　Structures　（LaB后と関連するほう化物の
単結晶育成とそれらの電子構造）

授与年月日
昭和56年ユ2月15日

授与大学

大阪大学

学位名

理学博士

発　行

編集・

　日

発行
昭和57年2月1日　第73号
科学技術庁　無機材質研究所
NATIONAL　INSTITUTE　FOR　RESEARCH　IN　INORGAMC　MATERLへLS
〒305　茨城峠新沽郁桜村．並木1Tl］1番
宙　話0298－5／－3351

（8）


